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はしがき 

自然科学分野では、2012 年山中伸弥博士（生理学・医学賞）をはじめ、2014 年赤崎

勇博士（物理学賞）、天野浩博士（同）、中村修二博士（同）、2015 年大村智博士（生

理学・医学賞）、梶田隆章博士（物理学賞）、2016 年大隅良典博士（生理学・医学賞）

と、ノーベル賞受賞が続いております。これは日本の自然科学分野での研究レベルの

高さを示すものに他なりません。一方、昨今では、若者の理科離れ、学力の低下を危

惧する声があることも事実であり、レベルの維持・向上には裾野を広げることも重要

です。 

木原記念財団では、生命科学の知識普及啓発活動の一環として、木原記念こども科

学賞を制定し、児童生徒の皆さんが自然科学に目を向ける機会をより一層増す取組み

を継続しております。この活動を通して、子供達が自然科学や生命現象の面白さに気

づき、少しでも科学への興味を深めるきっかけとなれば幸いです。 

こども科学賞は教育活動の一環です。応募作品に対する講評を今年も選考委員の先

生方にお願いしております。いただいた助言が、今後の日常の「観察」「実験」に活か

されることを主催者として切に願ってやみません。 

例年同様、今年も多くのすばらしい作品の応募をいただきました。応募された皆様

方、指導していただいた保護者・教員の方々、お忙しいなか審査にあたっていただい

た選考委員の先生方に、この場を借りて篤く御礼申し上げます。 

２０１６年１２月 

選考委員会委員長 

公益財団法人木原記念横浜生命科学振興財団 

常務理事  後藤 譲治 

木原 均博士について

 木原 均博士（1893～1986）は、東京に生まれ、麻布学園を経て北海道大学を卒業、京都大学

教授、国立遺伝学研究所長などを歴任されました。この間、コムギのふるさとを求めて学術探索

に出かけ、パンコムギの祖先を発見し、タネナシスイカを作るなど、植物遺伝学の分野で多くの

業績を挙げられました。特にコムギの遺伝学では、「コムギ博士」として国際的に高く評価され、

1948 年には文化勲章を受章。また、日本のスキー界の草分けでもあり、冬季オリンピックの選手

団長を２度つとめるなど、「スポーツ博士」として活躍されました。1955 年、博士は（財）木原

生物学研究所を京都から横浜（南区六ッ川）へ移し、亡くなるまで研究活動を続けられました。

旧研究所跡は、現在、「横浜市こども植物園」となって市民に親しまれています。晩年は、日常

生活の中のふとした疑問を確かめ、観察する「小さい実験」を楽しまれました。 
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受賞者一覧 

小学校低学年の部 応募総数  ８８作品 

最優秀賞（２作品） 

題 名 名 前 学 校 学 年 

なんでダンゴムシってまる

まるの？ 
寺戸 彩子 

横浜市立港南台第三 

小学校 
２年 

続・めざせ!!アサガオはかせ 井坂 竪希 関東学院六浦小学校 ２年 

優秀賞（２作品） 

題 名 名 前 学 校 学 年 

コバエ どうしよう？ 幸田 紘明 
横浜市立長津田第二 

小学校 
３年 

せかいに一つのツマグロヒ

ョウモン図かん 
木村 心咲 相模原市立大野小学校 ２年 

努力賞（２作品） 

題 名 名 前 学 校 学 年 

おじぎそうのかんさつにっ

き 
千田 絆菜 横浜市立小田小学校 1 年 

カイコのへんしん 德安 諒音 横浜市立日限山小学校 ３年 
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作品を読んで 

選考委員 平賀 裕嗣 (横浜市立港南台第二小学校教諭) 

今年もとても多くの作品の応募があり、わくわくした気持ちで審査をさせてい

ただきました。一つ一つ作品に目を通していると、子どもたちのすばらしい発想

力や独創性、継続的な努力に感心しました。また、生き物に対する興味や愛着な

どの思いが伝わってきました。 

その中で最優秀賞に輝いたのは２作品でした。「なんでダンゴムシってまるま

るの？」は、丸まらないダンゴムシを発見したことから興味を抱き、ワラジムシ

とダンゴムシの体のつくりを調べます。さらに、ピンセットで小さな体を解剖し

てまで調べます。また、ワラジムシとダンゴムシの危険から身を守るための実験

から、それぞれの特性を発見します。細かく描かれたスケッチや、解剖した様子

が詳しく説明されていて、とても感心しました。自分の疑問を解決するための実

験も分かりやすく、自分の言葉で考察を導き出していました。 

もう一つの最優秀賞に輝いた作品は、「続・めざせ！！アサガオはかせ」です。

昨年度の研究をさらに発展させ、探求心をもってまとめていました。アサガオの

子葉の軸やつるの色を見て花の色を予想したり、つるの巻き方の実験を通して研

究したり、変化アサガオの発見をしたり、どれも研究レポートを見ていてわくわ

くしました。しかも、アサガオに対する強い思いが感じられました。 

優秀賞も２作品でした。「コバエ どうしよう？」の作品は、身近な家庭の問

題から研究課題を見つけ、コバエの生態を調べました。また、コバエがいなくな

る方法を見つけ、研究を生活に役立てようとする発想がとても素敵です。 

もう一つの優秀賞に輝いた作品は、「せかいに一つのツマグロヒョウモン図か

ん」です。幼虫からさなぎ、羽化をしてチョウになるまでの様子を、これほどま

でに細かく写真で記録し、変化の様子を気付きと共に分かりやすく説明している

ところが、とても素晴らしいです。 

普段過ごしている日常の中で、自然の中にいる動植物に興味や関心をもって触

れ合い、「なぜだろう」、「どうしてだろう」と思える皆さんの熱心な作品に、今

回多くの感動をもらうことができました。これからも自分の気付きや思いを大切

に、自然と向き合い過ごしてほしいと思います。 
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受賞者一覧 

小学校高学年の部   応募総数 ８９作品 

最優秀賞（該当作品なし） 

優秀賞（１作品） 

題 名 名 前 学 校 学 年 

カイワレダイコンの研究 田淵 湊翔 開成町立開成南小学校 ５年 

努力賞（２作品） 

題 名 名 前 学 校 学 年 

カブトムシの呼吸の観察 竹内 一翔 葉山町立上山口小学校 ６年 

犬の歯が白いとほめられる

のはなぜか？の研究 
中西 環 横浜市立釜利谷小学校 ６年 
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作品を読んで 

選考委員 朝倉 友佳 (横浜市環境創造局みどりｱｯﾌﾟ推進部) 

毎年、たくさんの子どもたちの作品が寄せられます。作品からは、身の回りの 

生きものの不思議に出会い、生きものとのふれあいを楽しんでいる子どもたちの 

姿が浮かびます。その姿は、ほほえましく、頼もしさも感じられます。どの作品 

も子どもらしい発想と着眼点で、熱心に取り組んでおり、わたしたちはいつもワ 

クワクしながら読ませてもらっています。 

そのような中で、優秀作品を選ぶのはとても大変です。調査・観察の方法が実 

験の目的にあっているか、記録や結果が適切に整理されているか、自分の考えが

まとめられているか、そして科学的なものの見方や探究心がうかがえるか、に着

目して選びました。 

今年は、細かいところまでじっくり観察した作品や、スケッチがとても上手な 

作品が多く、その観察眼に感心させられました。どの作品もすばらしかったので

すが、残念ながら、最優秀賞作品はありませんでした。記録や結果をていねいに

整理し、上手にまとめている作品ばかりでしたが、実験結果をいろいろな角度で

分析し、自分の考えをまとめられるようになれば、もっと良くなると思います。

次回は、ぜひ最優秀賞を目指してがんばってほしいです。 

 優秀賞の「カイワレダイコンの研究」は、光の色や水（液体）の種類、種の 

まき方を変えることにより、植物の成長や発芽の仕方がどのように変わるかを調 

べた作品です。赤や青のセロファンを使って光の色を変えたり、酢やスポーツ飲 

料など 10 種類の液体で成長の違いを観察しました。疑問に思ったことに対する 

実験方法や結果のまとめ方が適切で、とても良い作品でした。 

 生きものの不思議は、まだまだたくさんあります。その不思議について、小 

さな研究者たちが１つ１つ解き明かしていくことが楽しみでなりません。ぜひこ 

れからもわたしたちの身の回りにある生きものについて、多くの子どもたちが興 

味をもっていろいろな実験をしていくことを期待しています。 
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受賞者一覧 

中学校の部    応募総数  ６作品 

最優秀賞（１作品） 

題 名 名 前 学 校 学 年 

土壌動物の観察と役割り 込山 詩織 南足柄市立足柄台中学校 ３年 

優秀賞（２作品） 

題 名 名 前 学 校 学 年 

ヒトスジシマカは誰を刺

す？ 
木原 鈴花 洗足学園中学校 ２年 

アサガオとサツマイモの接

ぎ木について 
邑上 葵 南足柄市立足柄台中学校 ２年 

努力賞（１作品） 

題 名 名 前 学 校 学 年 

納豆で、川の水がきれい

に ！ ？ 生 ゴ ミ の に お い

が！？ 

小島 薫 横浜市立根岸中学校 ３年 
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今年も生き物の不思議に触れた皆さんの作品を見させていただき、未来への可能性を感じるこ

とができ、大変うれしく思いました。今年の選考も各委員で専門的な基準で審査し、木原

記念こども科学賞にふさわしい作品ということで、最優秀賞１つ、優秀賞 2 つを選びまし

た。 

 最優秀賞「土壌動物の観察と役割り」は、土壌動物をテーマに選び、小さな生物について自

分の手で確かめてみようとする木原記念こども科学賞の理念に沿った内容になっていま

す。自作の装置で土壌動物を採取し、観察した動物を数量的に集計するなど、手間暇をか

けた観察を行っています。また、観察結果をまとめるだけではなく、自然界の中での土壌

生物の役割から環境にまで目を向けているところは、視野の広いすばらしい研究であると

言えます。 

 次に優秀賞「ヒトスジシマカは誰を刺す？」は、自分だけ蚊に刺されない理由を知りたいと

いうのが動機で始められた研究で、蚊を自作の装置で粘り強く採集し、蚊の習性を調べ、

蚊に刺されない方法を考察しました。観察結果の考察には多少強引さがありましたが、手

間暇かけた実験や様々なことをインターネット等で調べたことは、物事をとことん探求す

る研究者としての素質を感じました。 

 同じく優秀賞「アサガオとサツマイモの接ぎ木について」は、本州ではほとんど見られない

サツマイモの花を、アサガオに接ぎ木して咲かせようという動機で始められた研究です。

接ぎ木の方法をよく調べ、高度な技術で接ぎ木を行い、その様子を細かく観察してところ

が優れた研究と言えます。 

 この 3 作品以外も、研究の基本的な流れが整った実験や観察が行われ、レポートも分かりや

すくまとめられたものが多かったです。どの作品も「まず、自分で実際に確かめてみる」

という探究心は感じられましたが、データをとって考察するなど科学的に検証していくと

さらに優れた研究になると思います。皆さんの今後の自然科学研究での活躍に期待してい

ます。 

作品を読んで 

選考委員  柿沼 隆一（横浜市立新井中学校校長） 

今年も生き物の不思議に触れた皆さんの作品を見させていただき、未来への可 

能性を感じることができ、大変うれしく思いました。今年の選考も各委員で専門

的な基準で審査し、木原記念こども科学賞にふさわしい作品ということで、最優

秀賞１つ、優秀賞 2つを選びました。 

最優秀賞「土壌動物の観察と役割り」は、土壌動物をテーマに選び、小さな 

生物について自分の手で確かめてみようとする木原記念こども科学賞の理念に 

沿った内容になっています。自作の装置で土壌動物を採取し、観察した動物を数 

量的に集計するなど、手間暇をかけた観察を行っています。また、観察結果をま 

とめるだけではなく、自然界の中での土壌生物の役割から環境にまで目を向けて 

いるところは、視野の広いすばらしい研究であると言えます。 

次に優秀賞「ヒトスジシマカは誰を刺す？」は、自分だけ蚊に刺されない理 

由を知りたいというのが動機で始められた研究で、蚊を自作の装置で粘り強く採 

集し、蚊の習性を調べ、蚊に刺されない方法を考察しました。観察結果の考察に 

は多少強引さがありましたが、手間暇かけた実験や様々なことをインターネット 

等で調べたことは、物事をとことん探求する研究者としての素質を感じました。 

同じく優秀賞「アサガオとサツマイモの接ぎ木について」は、本州ではほと 

んど見られないサツマイモの花を、アサガオに接ぎ木して咲かせようという動機 

で始められた研究です。接ぎ木の方法をよく調べ、高度な技術で接ぎ木を行い、 

その様子を細かく観察しているところが優れた研究と言えます。 

この 3 作品以外も、研究の基本的な流れが整った実験や観察が行われ、レポ 

ートも分かりやすくまとめられたものが多かったです。どの作品も「まず、自分 

で実際に確かめてみる」という探究心は感じられましたが、データをとって考察 

するなど科学的に検証していくとさらに優れた研究になると思います。皆さんの 

今後の自然科学研究での活躍に期待しています。 
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優秀賞要約 小学校低学年の部 

コバエ どうしよう？ 

横浜市立長津田第二小学校 ３年 幸田 紘明 

 台所に飛んでいたコバエのさなぎに興味をもち、コバエの卵と幼虫を見てみた

いと思い、また、コバエがいなくなる方法を見つけようと思った。 

 まず、６種類の液体（オレンジジュース・牛乳・お茶・ツナ缶の油・ビール・

酢）をティッシュにしみこませ瓶に入れ、２時間でどの瓶に何回入ったかを記録

することにした。次に、６種類の食べ物（生肉・ご飯・スナック菓子・タマネギ・

バナナ・キウイ）を瓶に入れ、２時間でどの瓶に何回入ったかを記録することに

した。匂いが強いもの（酢・タマネギ）と、生ゴミでよく出る肉によって来ると

予想した。 

 結果は、牛乳と生肉に一番寄ってきた。また、コバエに２種類いることも分か

った。 

 調べたことから、飲み物を飲んだらふたを閉めたり、コップを片づけたりする

こと、涼しい場所にゴミ箱を置くこと、肉は素早く料理すること、向いた皮はビ

ニール袋に入れて縛ること、コバエの成虫までの５日間は、プラスチックゴミを

ビニール袋で縛り、外に置くことで、コバエがいなくなることを結論付けた。 

「ぼくのいえのこんちゅうかん」 厚木市立厚木第二小学校 1年 清水 雅遼 
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せかいに一つのツマグロヒョウモン図かん 

相模原市立大野小学校 ２年  木村 心咲 

母の職場の人が枯れたパンジーから見つけた黒い毛虫が、「ツマグロヒョウモ

ン」と分かり興味をもった。パンジーとともに８匹の幼虫を育て、観察をした。 

 写真を使いながら、ツマグロヒョウモンの幼虫やさなぎ、成虫の特徴を整理し

た。特に幼虫からさなぎになるところとさなぎから成虫になるところは、時刻と

ともにその様子を記録した。 

 調べたことから、幼虫の毛やとげが、敵から身を守るためにあること、お尻で

ぶら下がってさなぎになること、さなぎになるときに出す赤い汁が、チョウが羽

を伸ばす際に必要になること、チョウになるときにはお腹側から出ることなどが

分かった。 

 最初は毛虫みたいなイモムシが、きれいなチョウになるとは思っていなかった

ので、すごいなと思った。パンジーには他の幼虫がいなかったので、他の幼虫は

何を食べているのか知りたくなった。また、気温が高くなったため、神奈川県に

も来るようになったことも分かり、会えたことはうれしいが、住むところが変わ

ってしまうことはかわいそうだと思った。 

 「カマキリのかんさつ」 相模原市立大野小学校 2年 丸山 颯太 
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優秀賞要約 小学校高学年の部 

カイワレダイコンの研究 

開成町立開成南小学校 ５年 田淵 湊翔 

学校で種子の発芽と成長について学習したので、光の色、水の種類、たねのす

き間がそれぞれ違うと成長に違いが出るかの実験をした。 

① 光の色を変えて成長が良かった順は、青、日光、黄、赤、緑となった。青

は葉に吸収されやすく緑は吸収しない、黄色光は日光による伸びと近く、

日光には青や黄の色が含まれると考えた。

② 水の種類による違いで成長が良かった順は、スポーツ飲料、アルミをかけ

た暗条件の水、茶、サイダー、水、みりん、酒、しょうゆ、塩水、酢とな

った。スポーツ飲料は栄養が肥料の役割を果たし、酢、塩水、しょうゆな

どのしょっぱい味とすっぱい味はあまり育たなかったので、あまい味の方

が育つと考えた。

③ たねのすき間の違いでは、密集していた方がよく育ち、密集していない方

が育ちは悪かった。

今回はカイワレダイコンで調べたが、他の種子でも調べてみたいと思った。 

「植物のような動物ウミシダ」 平塚市立崇善小学校 4年 長澤 花 
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優秀賞要約 中学校の部 

ヒトスジシマカは誰を刺す？ 

洗足学園中学校 ２年 木原 鈴花 

同じ場所で同じようにしていても、蚊にさされる人とさされない人がいるの

はとても不思議だと思い、蚊について調べようと思いました。 

（１）蚊の視覚による実験・・足にとまってきた蚊を紙コップでつかまえ、う

すい肌色と濃い茶色の紙をはったペットボトルに入れて、様子や蚊がどちらに

行くか観察した。結果は、はじめにとまった色はばらついていたが、最後にと

まった色は茶色が多かった。これは目の構造上、茶色の方が見やすいからだと

考えた。 

（２）蚊の温度による実験・・蚊をつかまえて、保冷剤とカイロをつけたペッ

トボトルに入れて、様子や蚊がどちらに行くか観察した。結果は温かい方へと

まることが多かった。理由を足の膨張という点と活発性という点から考察し、

後者の方ではないかと考えた。 

（３）蚊の嗅覚による実験・・蚊をつかまえて、液体洗剤をしみこませたコッ

トンとお酒をしみこませたコットンを入れたペットボトルに入れて、様子や蚊

がどちらに行くか観察した。結果は洗剤の方へとまることが多かった。理由は、

洗剤はにおい成分が小さいので持続的に感じることができるためではないか

と考えた。 

これらの実験と共に、蚊の行動と湿度や動いていく空間の広さとの関係など

について考察した。 

「ひ暑地に生息する野鳥の観察」 横浜市立瀬谷さくら小学校 4年 佐々木真衣 
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アサガオとサツマイモの接ぎ木について

南足柄市立足柄台中学校 ２年 邑上 葵 

サツマイモは短日植物なのに沖縄や九州の一部地域以外では花を見ること 

ができないということや、アサガオを台木、サツマイモを接ぎ穂としたものを 

短日処理すると本州でもサツマイモの花を見ることができることを知った。そ 

こで、アサガオとサツマイモを接木して育て、花が咲くかどうかを調べてみた。 

＜方法＞アサガオの本葉を１枚残し、上部を切り落したものに、サツマイモの苗

の上部を切ったものを接木して育てた。途中、16 時間の短日処理を行っ

た。 

＜結果＞種から育てたアサガオへ接木したものは、多くは枯れてしまった。1本

だけ残り、花芽を確認できた。苗から育てたアサガオへ接木したものは、

計６回の短日処理の末、花を咲かせることができた。 

＜考察など＞両者を接木するのは時間がかかった。接木しても雨や気温などの条

件で枯れてしまうこともあるのではないかと考えられる。また、同じ条件

で育てたサツマイモは開花しなかったことから、サツマイモに開花させる

物質ができる条件は、アサガオと違っていると考えられる。また、いくつ

かの反省点もあるので、次回はそれらに気をつけてがんばりたいと思う。 

「身近に咲いている花たちの生活」 聖ヨゼフ学園小学校 4年 志村 美璃 
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なんでダンゴムシってまるまるの？ 
横浜市立港南台第三小学校 2 年 寺戸 彩子 

最優秀賞 
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続・めざせ！！アサガオはかせ 
関東学院六浦小学校 2 年 井坂 竪希 

最優秀賞 
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土壌動物の観察と役割り 
南足柄市立足柄台中学校 3 年 込山 詩織 

最優秀賞 
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木原記念こども科学賞 
テーマ 動物や植物の不思議や 

 生きものとのふれあい

  応募されるみなさんへ 

１．実験や観察のまとめかた 
■実験や観察を始めたきっかけを書きましょう

・どうして観察や実験をしようと思ったか 

■実験や観察のしかたを書きましょう

・どのような計画をたてたか 

・どんな材料を使ったか 

・なにをどのように実験し、観察したか 

・どのように調べたか 

■記録をとりましょう

・観察したことや実験の結果を記録しましょう 

・スケッチをするとより正確な観察ができます。また

観察したことがほかの人にもよくわかります 

・日にち、時刻、天気、長さ、大きさ、重さ、早さな

どを正確に記録します。色、手ざわり、音、におい、

味なども記録しておきましょう 

■記録や結果を整理しましょう

・表にまとめてみる 

・グラフをつくってみる（折れ線グラフがよいか、棒

グラフがよいかも考える） 

■発見したことやわかったことを書きましょう

・観察や実験をしてあなたが発見したことやわかった

ことを書きます。これが全体のまとめになります 

■最後に感想を書きましょう

・感想、意見、疑問、これからしてみようと思うこと

などを書きます 

・参考にした本、雑誌、図鑑などを最後に書きます 

・指導していただいた方の名前を書きます

  ２．感想文の書き方 
■最初に、自分で書こうと思ったことについて考えま

しょう 

・調べるときは、参考書、百科事典、図鑑などが役に

立ちます 

■文章を書き始めます

・表題と自分の名前を書きます 

・次に、感想文を書こうと思ったきっかけを書きまし

ょう 

・続けて、調べたことや自分の考えを順序よく書きま

す 

・このとき、調べたことと自分の考えとをはっきり区

別しましょう 

・自分の考え（感想）を書いて、しめくくります 

■ひととおり書き終わったら、次のことを考えながら

読みなおしましょう 

・書きたすことはないか 

・削るところはないか 

・書く順序はよいか 

・字が間違っていないか 

・書き表し方はよいか 

■表題が内容をよくあらわしているかどうか

・もう一度見直しましょう 

■感想文の最後に

・調べた本、事典、図鑑などを書きます 

・指導していただいた方の名前を書きます 
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第２５回（２０１７年） 

木 原 記 念 こ ど も 科 学 賞 

作 品 募 集 の お 知 ら せ 

コムギの遺伝学で世界的に有名な木原均博士は、道ばたの草から大発見！ 

博士は、学校へ通う途中で採集したスイバのつぼみを顕微鏡で調べて、高等植物にもオスと

メスを区別する染色体があることを、世界で初めて発見しました。 

 私たちの身のまわりには、動植物のいのちの不思議がたくさんあります。わかっているよ

うでわからないことが、まだまだたくさん残されています。 

 動物や植物について、おもしろいな、不思議だな、どうしてかなと思ったことを、さあ、

あなたも作品にまとめて、「木原記念こども科学賞」に応募しませんか。 

主 催：公益財団法人木原記念横浜生命科学振興財団 

後援(予定)：神奈川県教育委員会、横浜市教育委員会、川崎市教育委員会、 

公立大学法人横浜市立大学木原生物学研究所 

【募 集 要 項】 
1. 課  題：「動物や植物の不思議なことや生きものとのふれあい」についての感想や 

観察、調査、実験。※生きものと関係のない課題は受付けられません。 

2. 対  象：神奈川県内の小・中学生の個人またはグループ 

3. 募集期間：7 月～9 月（予定）。詳細は募集案内（6 月頃学校に送付および財団 HP に

掲載）をご覧下さい。 

4. 応募方法：

① 作品の大きさは A3 判（297mm×420mm）までとし、枚数に制限はありません。

② 応募する作品には、観察や調査、実験に至った動機、参考にした図書やインターネ

ット情報など（いわゆる「引用」）を必ず明記して下さい。

③ 作品は、未発表のものに限ります。（他のコンクールとの併願可）

④ 作品の表紙として指定の『応募用紙』を必ず付けて、「作品名・学校名・学年・名前

（フリガナ）」を記入して下さい。

⑤ 応募用紙を付けた作品のコピー（A4 判：210mm×297mm：拡大・縮小可、但し作品

１枚ずつをコピー）を１部添えてください。

⑥ 学校応募・個人応募どちらも可。学校応募の場合は、「応募作品一覧表」に必要事項

を記載してお送りください。

5. 選  考：主催者が委嘱する選考委員により選考を行います。 

6. 入選作品の発表と表彰式：12 月（予定）

素晴らしい作品には、最優秀賞、優秀賞及び努力賞を贈り表彰します。尚、入選作品

の発表は書面にて行います。（学校応募の場合は学校に、個人応募の場合は個人に送付

いたします。また、後日、当財団の HP にも掲載します。）

7. 応募作品は、原則としてお返しします。

8. 送付先および問合わせ先：  （公財）木原記念横浜生命科学振興財団 
〒230-0045 神奈川県横浜市鶴見区末広町 1-6 

Tel．045（502）4810 Fax．045（502）9810 

E-Mail．yamabosi@kihara.or.jp 

“生きものの不思議” 
身近な動物や植物の不思議を 

観察してみよう・調べてみよう・考えてみよう 
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第２４回(２０１６年)木原記念こども科学賞の選考結果 

選考部門 最優秀賞 優秀賞 努力賞 計 応募数 

小学校低学年(1～3 学年)の部 2 2 2 6 88 

小学校高学年(4～6 学年)の部 0 1 2 3 89 

中学校の部 1 2 1 4 6 

計 3 5 5 13 183 

（参考 過去の選考結果） 

最優秀賞 優秀賞 努力賞 応募総数 

第 １ 回（１９９３年） 4 10 12 26 

第 ２ 回（１９９４年） 9 15 38 62 

第 ３ 回（１９９５年） 2 10 31 121 

第 ４ 回（１９９６年） 3 8 15 122 

第 ５ 回（１９９７年） 3 8 21 161 

第 ６ 回（１９９８年） 3 9 23 192 

第 ７ 回（１９９９年） 3 10 15 160 

第 ８ 回（２０００年） 3 11 17 215 

第 ９ 回（２００１年） 3 10 16 193 

第１０回（２００２年） 3 8 19 300 

第１１回（２００３年） 3 8 16 260 

第１２回（２００４年） 2 9 16 213 

第１３回（２００５年） 2 6 12 288 

第１４回（２００６年） 3 6 12 236 

第１５回（２００７年） 3 7 12 266 

第１６回（２００８年） 2 6 6 239 

第１７回（２００９年） 3 6 7 224 

第１８回（２０１０年） 2 6 8 253 

第１９回（２０１１年） 2 6 8 211 

第２０回（２０１２年） 2 6 9 196 

第２１回（２０１３年） 2 6 9 556 

第２２回（２０１４年） 3 6 6 238 

第２３回（２０１５年） 2 6 6 238 
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第24回木原記念こども科学賞　　応募校一覧

（順不同）

学校応募（５７）

【横浜市立】 旭小学校 【平塚市立】 崇善小学校

朝比奈小学校 松が丘小学校

市場小学校 【海老名市立】 中新田小学校

荏田西小学校 【厚木市立】 厚木第二小学校

大曽根小学校 小鮎小学校

岡津小学校 森の里小学校

勝田小学校 【厚木市】 七沢希望の丘初等学校

釜利谷小学校 【伊勢原市立】 成瀬中学校

釜利谷東小学校 【藤沢市立】 明治小学校

神大寺小学校 【南足柄市立】 岡本小学校

汲沢小学校 足柄台中学校

港北小学校 【秦野市立】 南小学校

小田小学校 【三浦市立】 岬陽小学校

小机小学校 【大井町立】 大井小学校

小山台小学校 【愛川町立】 菅原小学校

下野谷小学校 中津小学校

瀬戸ヶ谷小学校 【葉山町立】 上山口小学校

瀬谷さくら小学校 葉山小学校

戸塚小学校 【開成町立】 開成南小学校

長津田第二小学校 【二宮町立】 山西小学校

中村小学校 【中井町立】 井ノ口小学校

東俣野小学校

東山田小学校 個人応募（９）
別所小学校 【横浜市立】 市場小学校

三保小学校 港南台第三小学校

森東小学校 品濃小学校

山内小学校 中村小学校

根岸中学校 日限山小学校

【横浜市】 関東学院六浦小学校 【相模原市立】 陽光台小学校

聖ヨゼフ学園小学校 【伊勢原市立】 石田小学校

【川崎市立】 東門前小学校 【秦野市立】 北小学校

【川崎市】 洗足学園中学校 【鎌倉市】 清泉小学校

【相模原市立】 相原小学校

大野小学校

九沢小学校

田名小学校
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第２４回木原記念こども科学賞 

選考委員会委員名簿 

 

 

（順不同・敬称略） 

横浜市立新井中学校 校長 柿沼 隆一 

横浜市環境創造局 担当係長 朝倉 友佳 

横浜市立能見台小学校 教諭 鈴木 勝之 

公立大学法人横浜市立大学 教授 坂 智広 

横浜市立豊田小学校 副校長 菅谷 泰尚 

横浜市立港南台第二小学校 教諭 平賀 裕嗣 

横浜市立豊岡小学校 教諭 福田 博章 

洗足学園小学校 教諭 古尾谷 浩之 

逗子開成中学校・高等学校 教諭 金井 由巳 

木原記念横浜生命科学振興財団 常務理事 後藤 譲治 
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